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山
本
　
一
　
情

四
月
三
十
日
（
水
）

　
午
前
中
、
買
物
で
ボ
ス
ト
ン
行
。
午
後
ほ
天
文
壷
。

颪
月
一
日
（
木
）

　
今
日
か
ら
マ
ゼ
ラ
ン
小
雲
の
第
十
二
野
の
愛
光
星
測
定
に
か
、
る
。
今
ま
で

の
結
果
で
見
ろ
虐
、
短
週
期
攣
光
星
の
光
度
ピ
週
期
匡
、
シ
ヤ
プ
ソ
イ
氏
が
力

瘤
准
入
れ
て
み
る
通
り
の
｝
定
不
礎
な
も
の
で
に
無
く
、
少
な
く
と
も
、
マ
セ

ラ
ン
小
雲
の
繰
る
部
分
で
に
其
の
關
係
が
蓮
ふ
ら
し
い
。

　
夕
方
、
散
歩
し
て
、
田
中
蜂
谷
雨
雲
た
訪
ふ
。

五
月
二
日
（
金
）

午
後
四
時
牛
か
ち
、
ジ
ェ
フ
y
ソ
ン
物
理
學
館
で
デ
非
ス
三
寸
の
汽
錘
車
に

嗣
す
ろ
講
演
弱
き
く
。
聞
き
つ
、
、
大
阪
の
百
濟
君
の
汽
車
好
む
、
の
こ
ミ
な
．
こ

思
ひ
出
す
。

　
夕
食
に
上
井
島
々
招
く
。
そ
れ
か
ら
三
人
つ
れ
で
市
街
為
散
歩
。
蓮
れ
立
っ

て
上
井
氏
の
宅
に
蹄
っ
て
、
暫
く
す
る
ピ
、
圖
ら
す
も
魑
谷
、
田
中
、
蜂
谷
三

目
が
來
ら
れ
、
俄
か
に
大
勢
で
話
す
。

　
今
月
、
う
ち
の
レ
デ
ナ
に
蜂
集
コ
イ
ル
朝
潮
ひ
て
見
糞
が
、
大
攣
成
績
が
好

い
〇

五
月
一
昌
日
（
土
）

　
午
前
中
に
例
に
よ
り
草
丈
塵
Q

　
午
後
ほ
、
ミ
ス
堂
本
に
招
か
れ
て
、
ウ
エ
レ
ス
ソ
イ
女
子
大
學
の
五
月
祭
り

た
見
に
行
く
。
二
時
頃
、
丁
度
、
高
塔
館
の
前
庭
で
、
メ
イ
柱
の
ま
に
り
に
少

女
表
ち
の
美
し
い
舞
返
た
見
、
そ
れ
か
ら
堂
本
母
子
に
附
近
の
建
物
の
内
外
た

案
内
一
て
貰
ひ
、
五
時
頃
、
一
旦
線
枝
家
に
露
っ
て
御
馳
走
。
そ
れ
か
ら
又
校

庭
に
出
か
け
、
チ
ャ
ペ
ル
の
石
段
で
行
に
れ
る
來
年
度
新
幹
部
の
任
命
式
の
花
’

や
か
な
缶
子
た
見
象
。
話
本
の
女
早
生
に
比
べ
て
、
来
由
女
學
生
の
い
か
に
も

廷
び
く
定
し
て
み
ろ
の
々
好
い
こ
ミ
だ
ヒ
思
ふ
。

九
時
頃
、
三
宅
。

五
月
四
日
（
日
）

日
和
が
好
い
の
で
二
人
で
天
文
壷
の
丘
ま
で
散
歩
。
正
午
、
チ
ャ
ペ
ル
禮
拝

か
ら
出
て
來
旗
北
澤
藤
原
雨
君
等
亡
チ
ヤ
ッ
ス
川
の
ほ
ぜ
り
ま
で
行
き
、
途
中

ル
ノ
ス
ゴ
ル
ト
記
念
館
や
ラ
ン
グ
ー
ン
館
な
ご
た
見
る
。

　
午
後
匡
在
宅
Q
英
子
は
少
々
疲
れ
て
眠
る
。

五
月
五
日
（
月
）

　
マ
ゼ
ラ
ン
小
雲
の
攣
光
星
の
週
期
計
算
が
弼
白
く
進
渉
す
る
。
何
で
も
仕
事

云
い
ふ
も
の
に
、
慣
れ
て
見
れ
ば
、
慣
れ
な
い
前
の
二
倍
も
三
倍
も
速
く
進
む

も
の
だ
。

　
シ
ヤ
プ
レ
イ
氏
の
厚
意
に
よ
り
、
新
城
歌
授
の
近
著
「
愛
光
星
の
流
星
論
」
准

讃
む
。
シ
ヤ
プ
レ
イ
氏
に
此
の
論
理
の
行
り
方
た
大
に
賞
讃
し
て
ゐ
六
〇

五
月
六
日
（
火
）

　
午
前
中
、
研
究
。

午
後
、
急
に
ミ
ス
・
カ
ノ
ン
に
誘
匡
れ
、
ミ
セ
ス
・
マ
ー
シ
エ
、
ミ
セ
ス
・
デ
ウ

ヰ
及
び
英
子
奄
加
へ
、
総
勢
五
人
で
自
働
車
に
乗
り
、
東
ケ
ン
プ
可
ヂ
、
チ
ヤ

ッ
ス
タ
ウ
ン
、
エ
ゴ
レ
ソ
ト
た
経
て
、
レ
ヂ
ア
濱
か
ら
リ
ン
あ
六
り
ま
で
ト
ラ

イ
ヴ
し
ス
フ
ム
ス
カ
ソ
ト
の
プ
ソ
ー
カ
ー
・
ホ
テ
ル
で
少
憩
。
そ
れ
か
ら
又
元

の
道
な
ケ
ン
プ
リ
ヂ
に
蹄
ろ
Q
天
氣
が
好
く
て
心
地
甚
だ
爽
快
で
あ
っ
た
。
亡

同
時
に
、
瀞
ス
ト
ン
に
も
加
州
の
ビ
ー
チ
の
や
う
な
俗
っ
ぽ
い
歎
樂
地
の
あ
る

こ
ピ
た
知
つ
糞
。
今
に
未
だ
夏
楊
定
し
て
に
早
過
ぎ
る
け
れ
ご
。

　
午
後
六
時
よ
り
ば
、
外
國
學
生
親
睦
委
員
に
招
か
れ
、
ボ
ス
ト
ン
の
バ
プ
テ

ス
ト
教
會
へ
行
っ
て
、
大
晩
餐
會
に
出
六
。
可
な
り
大
勢
で
御
馳
走
も
お
い
し

か
つ
カ
が
、
食
後
、
ブ
ラ
ウ
ン
大
學
の
セ
ー
ム
ス
教
授
が
や
つ
実
感
國
式
の
御

用
演
能
に
ば
全
く
氣
々
悪
く
し
て
了
つ
糞
。
後
に
手
品
な
ご
が
あ
っ
て
、
少
し

に
氣
た
ま
ぎ
ら
ぜ
れ
け
れ
ご
、
結
局
、
日
本
人
一
同
は
不
快
な
心
地
で
断
っ
て

了
つ
糞
Q
－
1
米
國
に
ほ
大
學
敏
授
定
錐
も
ひ
ご
い
の
が
居
ろ
。

五
月
七
日
（
水
）

　
今
日
ほ
水
星
の
ト
ラ
ン
シ
ト
が
あ
る
の
で
、
キ
ン
グ
教
授
ほ
午
前
1
1
計
算
や

三
三
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ち
当
期
の
調
整
な
ご
し
て
る
ち
れ
六
。
午
後
五
時
四
十
四
分
ト
ラ
ン
シ
ト
始
ま

り
キ
ン
グ
氏
匡
ボ
ヰ
ー
君
な
手
傳
び
ぜ
し
て
十
五
吋
潮
紅
鏡
で
観
測
ぜ
む
れ
旗

章
吋
ば
ラ
イ
テ
ン
、
者
が
使
用
す
ろ
ぜ
聞
い
て
ゐ
衷
か
ら
自
分
ば
別
に
何
も
躁
定

な
ぜ
す
に
る
六
が
、
ラ
イ
テ
、
ン
君
に
其
の
時
刻
に
な
っ
て
、
要
す
う
に
計
算
室

の
婦
人
れ
ち
な
大
勢
蓬
れ
て
來
て
、
ン
イ
く
騒
い
で
ゐ
乳
の
に
過
ぎ
な
か
つ

旗
。
第
二
鰯
が
す
ん
で
か
ら
ば
天
丈
心
門
ほ
言
ふ
に
及
ば
す
、
シ
ヤ
プ
ソ
イ
方

の
子
供
旗
，
ち
も
皆
十
五
叶
の
塔
に
上
っ
て
、
交
る
一
　
此
の
珍
ら
し
い
水
星

の
姿
な
眺
め
る
。
宅
か
ら
に
英
子
も
來
旗
。
l
l
又
、
録
途
、
街
上
で
双
眼
鏡

潜
眼
に
あ
て
」
太
陽
々
眺
め
て
み
る
人
六
ち
も
あ
っ
れ
が
、
太
陽
が
西
へ
低
く

沈
む
亡
共
に
空
の
雲
が
濃
く
な
っ
て
來
糞
か
ら
、
望
み
ば
少
な
か
つ
象
。
一
1

日
本
あ
索
り
に
如
何
で
あ
っ
六
ら
う
？

五
月
八
日
（
木
）

　
．
シ
ヤ
プ
ソ
イ
蜜
長
の
斡
旋
に
よ
り
、
自
分
に
今
日
か
ら
正
式
の
職
員
ピ
な
る

何
の
手
違
ひ
か
ら
か
、
文
部
省
ピ
の
音
信
が
絶
え
て
了
つ
重
氣
が
す
る
Q
渡
鰍

に
船
便
の
機
な
失
し
索
の
で
、
ま
、
よ
ぜ
、
來
る
九
月
ま
で
當
地
滞
在
、
研
究

な
績
け
ろ
こ
ピ
に
決
定
。

　
夜
、
ミ
ス
・
カ
ノ
ン
ビ
ミ
セ
ス
・
マ
ー
シ
エ
に
連
れ
ら
れ
て
、
瀞
ス
ト
ン
の
シ

ン
フ
ナ
ニ
ー
堂
に
ポ
ッ
プ
・
ナ
ー
ケ
ス
ト
う
た
聞
き
に
行
く
。
今
夜
ば
特
に
ウ
エ

レ
ス
レ
イ
女
子
大
學
の
夜
な
の
で
、
ミ
ス
。
カ
ノ
ン
は
御
得
意
ら
し
く
見
え
六
。

樂
堂
内
ほ
ド
イ
ツ
式
亡
か
で
一
寸
違
っ
た
構
へ
方
が
面
白
い
ピ
思
つ
索
。
音
樂

の
指
揮
者
に
ヤ
キ
ァ
氏
で
、
前
の
モ
ン
ト
ー
氏
の
や
う
な
曲
率
ぶ
ら
な
い
自
然

の
ま
㌧
の
指
揮
ぶ
り
が
氣
に
入
つ
ナ
P
o

五
月
九
日
（
金
）

　
急
に
寒
い
。

　
午
後
四
時
牛
か
ら
、
ジ
エ
フ
ア
ソ
ン
物
理
學
舘
で
ビ
ア
ー
ス
教
授
の
レ
デ
ナ

櫓
音
法
に
．
關
…
す
る
講
演
た
き
く
。
室
佳
、
加
藤
、
プ
ラ
ン
〃
三
氏
も
見
え
て
ゐ

六
〇
　
夕
方
に
匡
宅
へ
上
井
北
澤
を
招
毒
㍉
う
ご
ん
の
御
馳
走
〇

五
月
十
日
（
土
）

　
午
前
中
に
天
丈
塵
。

三
四

　
午
後
に
二
尊
で
ボ
ス
ト
ン
へ
行
嘉
㌦
園
僚
船
舖
で
今
開
催
中
の
熱
帯
植
物
展

萱
毎
々
見
、
そ
れ
か
ら
フ
エ
ン
エ
イ
公
園
々
通
り
ぬ
け
て
、
ク
イ
ン
ス
ベ
リ
ー

街
に
槍
原
ド
ク
ト
ル
た
訪
問
。
笠
原
夫
人
、
久
保
田
氏
等
聾
唖
に
夕
食
か
頂
い

て
十
畦
頃
蹄
宅
。

五
月
十
層
日
（
日
）

　
ご
う
も
氣
候
が
不
順
で
、
寒
い
。
十
一
時
に
朝
食
々
れ
べ
て
、
そ
れ
か
ら
散

歩
〇
五
月
十
二
日
（
月
）

　
朝
六
時
、
滅
法
に
早
起
き
。
入
時
四
十
五
分
か
ら
ア
プ
ル
ト
ン
堂
で
禮
拝
Q

そ
れ
か
ら
プ
〃
ク
ス
舘
に
テ
ピ
ソ
氏
存
訪
ふ
象
〇
九
時
牛
か
ら
匡
天
丈
盗
行
吾
、

　
午
後
五
時
過
ぎ
、
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
街
あ
六
り
で
貸
室
々
さ
が
し
て
見
目
が
思

に
し
い
の
が
見
當
ら
な
い
。

、
寒
い
の
で
、
英
子
ば
室
に
ス
ト
ー
ゲ
々
入
れ
る
。

　
日
本
の
組
選
學
が
英
字
薪
聞
に
報
ぜ
ら
れ
る
。
可
な
り
詳
し
い
。

五
月
十
三
日
（
火
）

　
今
日
に
朝
れ
坊
し
て
、
十
一
暗
に
天
文
垂
行
音
。

　
久
し
ぶ
り
で
空
が
晴
れ
求
。
今
迄
に
全
く
日
本
の
梅
雨
の
頃
み
六
い
な
曇
り

方
で
、
う
す
ら
寒
く
も
あ
っ
六
。

　
夕
方
長
呼
か
ら
、
コ
ナ
ン
ト
舘
の
数
々
會
に
出
席
。
ケ
ン
プ
ル
氏
の
量
子
論

懐
き
く
。

　
今
夜
、
天
文
豪
で
は
天
丈
ク
ラ
ブ
の
第
三
回
が
催
さ
れ
、
大
小
幾
つ
か
の
望

逡
鏡
で
天
髄
の
観
望
が
評
さ
れ
る
筈
で
あ
る
が
、
此
の
曇
り
で
に
？

五
月
十
四
日
（
水
）

　
曲
朝
七
時
起
束
、
チ
ャ
ペ
ル
々
経
て
天
丈
肇
へ
↓
ル
時
に
■
出
勤
。

　
夕
食
後
、
チ
ャ
ル
ス
河
の
ほ
定
り
准
散
歩
し
六
〇
ま
こ
亡
に
心
地
が
好
か
っ

衷
。
　
ミ
ド
ル
タ
ウ
ン
の
ス
ロ
ー
カ
ム
教
授
が
、
ソ
ン
ズ
取
り
換
へ
の
衷
め
に
二
十

一
吋
の
望
遠
鏡
の
筒
の
中
へ
も
ぐ
り
込
ん
だ
ミ
い
ふ
ご
ぜ
が
、
去
る
入
日
の
一

新
聞
か
ら
切
り
抜
か
れ
て
、
天
文
豪
の
褐
示
板
に
に
り
つ
け
ら
れ
て
あ
っ
六
。

置
月
十
置
日
（
木
）
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天
文
肇
で
第
二
十
四
野
及
第
三
十
六
野
の
マ
セ
ラ
ン
小
雲
攣
光
星
の
週
期
決

定
々
終
る
。

　
ニ
ウ
ヨ
ー
．
グ
新
報
に
よ
り
、
日
本
の
総
選
學
の
詳
報
を
知
ろ
。

筑
月
十
六
日
目
金
）

　
今
日
か
ら
マ
セ
ラ
ン
小
雲
の
第
十
二
野
の
研
究
に
精
な
臨
す
。

　
午
後
四
時
か
ら
、
室
佳
、
安
藏
爾
氏
ピ
同
道
し
、
ピ
ノ
ア
ス
舘
で
〃
リ
フ
ト

ン
教
授
の
電
燈
照
明
に
臨
す
る
講
演
な
き
・
、
麟
途
、
宅
に
爾
氏
々
阿
遵
し
て

夕
食
。

五
月
十
哨
日
（
土
）

　
朝
十
時
か
ら
天
文
襲
。

　
ゲ
リ
シ
ユ
敦
愛
の
談
に
よ
れ
ば
毘
p
宅
韓
自
∩
o
目
紹
。
亡
い
ふ
も
の
ほ
正
式
に

存
在
す
う
け
れ
ご
出
p
プ
自
臨
q
三
莞
『
・
，
ξ
ご
い
ふ
も
の
に
存
在
し
な
い
ん
だ
さ

・
「
な
〇

五
月
十
八
日
（
日
）

　
大
攣
に
朗
ら
か
な
好
い
天
童
な
の
で
、
朝
十
時
頃
か
ら
、
二
人
で
、
新
聞
紙

な
か
、
へ
て
チ
ヤ
ル
ス
河
眸
へ
出
か
け
、
青
草
の
上
に
腰
だ
下
し
て
暫
く
時
々

す
ご
し
六
〇

　
午
後
に
宅
で
、
レ
デ
ナ
の
ソ
フ
レ
キ
ス
式
の
も
の
々
作
る
。

　
夕
方
、
田
中
、
蜂
屋
両
氏
ピ
、
又
、
チ
ヤ
ル
ス
河
あ
翔
り
な
散
歩
〇

五
月
十
九
日
（
月
）

　
十
時
か
ら
天
丈
察
。

　
薪
縁
の
ケ
ン
プ
”
ヂ
も
大
攣
好
い
も
の
だ
。
今
ま
で
ば
、
す
つ
ε
．
冬
枯
れ

の
景
色
ば
か
り
見
て
ゐ
六
の
だ
が
。

薫
月
一
＝
日
（
火
）

　
ま
六
く
、
空
が
解
り
始
め
て
，
寒
い
。

　
天
文
廊
で
、
シ
ヤ
プ
レ
イ
氏
に
マ
セ
ラ
ン
小
雲
の
憂
光
星
研
究
結
果
た
見
ぜ
六

今
日
か
ら
に
、
又
，
第
十
一
野
を
測
り
始
め
る
。

　
夕
方
，
上
井
、
轟
谷
，
加
藤
諸
君
來
訪
。

置
月
二
十
両
日
（
水
）

　
在
，
・
家
の
主
人
ダ
ン
氏
が
手
製
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
為
図
れ
ヵ
。
始
め
、
之

れ
匡
押
し
詣
り
に
來
六
も
の
心
意
合
貼
し
、
「
ノ
1
、
い
ら
な
い
」
な
ご
亡
言
つ

六
り
，
大
失
敗
で
あ
っ
た
。

五
月
二
十
＝
日
（
太
・
）

　
午
前
中
、
天
文
導
。

　
午
後
、
二
人
で
瀞
ス
ト
ン
の
コ
ロ
ニ
ア
ル
劇
場
へ
「
バ
炉
ダ
ド
の
洛
賊
」
な
見

に
行
つ
カ
。
フ
ェ
ア
バ
ン
ク
ス
々
主
人
に
し
雲
も
の
で
、
上
山
草
人
氏
が
仲
間

入
り
し
て
み
る
亡
い
ふ
評
判
に
引
か
れ
て
見
に
行
つ
カ
の
で
あ
る
が
、
筋
に
全

く
尋
常
小
學
三
年
生
が
見
て
喜
ぶ
程
度
の
低
い
も
の
で
あ
ハ
れ
。
上
山
氏
の
藝

匡
、
一
騰
に
固
く
な
り
過
ぎ
て
、
頗
ろ
不
浦
足
で
め
つ
六
。

　
夜
、
リ
フ
レ
キ
ス
受
話
器
の
〃
リ
ス
タ
ル
部
で
W
G
I
た
毒
・
く
。

五
月
二
十
量
日
（
金

　
A
－
日
ほ
暖
く
て
、
空
ば
晴
れ
。
朝
か
ら
天
望
潮
で
、
．
第
十
一
野
の
憂
光
星
の

週
期
決
定
々
終
る
。

筑
月
こ
十
四
日
（
土
）

．
午
後
一
時
．
天
丈
壷
か
ら
婦
っ
て
、
食
事
な
終
つ
ナ
頃
、
突
然
、
電
話
の
呼

び
出
し
が
あ
っ
お
の
で
、
出
て
見
ろ
ぜ
、
圖
ら
す
も
東
京
か
ら
來
六
岩
村
清
四

耶
氏
夫
妻
が
ハ
、
プ
ー
ド
大
學
の
事
務
所
に
待
っ
て
る
る
ピ
の
事
で
あ
っ
六
の

で
、
早
速
、
二
入
で
飛
び
出
し
。
大
隊
の
ヤ
ー
ド
で
面
會
。
一
先
づ
プ
ル
ク
ス

舘
へ
行
っ
て
、
水
な
ド
飲
ん
だ
後
、
一
同
電
車
で
ボ
ス
ト
ン
の
博
物
舘
へ
行
き

二
時
間
ば
か
り
費
し
て
陳
列
品
な
見
る
。
此
の
、
ミ
ユ
ツ
ア
ム
の
日
本
物
に
隈
て

か
ち
や
か
ま
し
く
評
判
も
の
だ
ぜ
聞
い
て
ゐ
六
が
、
そ
れ
に
し
て
ば
擁
想
ほ
こ

の
；
ピ
も
無
か
つ
カ
。

　
博
物
舘
か
ら
次
に
市
立
圖
書
舘
に
行
っ
て
、
有
名
な
サ
ー
ツ
．
エ
ン
ト
の
壁
欝

な
見
、
六
時
頃
、
ケ
ン
プ
ー
ー
ヂ
の
宅
に
蹄
り
、
．
日
本
食
払
饗
す
。

　
食
後
、
れ
ま
一
來
訪
ぜ
ら
れ
六
藤
原
氏
な
加
へ
、
「
同
、
岩
村
氏
か
ら
東

京
大
震
災
の
青
田
談
奄
吾
く
。
窓
外
に
雷
雨
〇

五
月
二
十
五
日
（
日
）

　
午
後
三
時
頃
か
ら
、
日
和
の
好
い
の
に
釣
ら
れ
て
、
散
歩
。
先
づ
ケ
ン
プ
リ

ヂ
・
ボ
ー
ト
で
有
名
な
ナ
ル
プ
ン
ク
ラ
ー
ク
の
望
蓮
鏡
製
作
工
場
あ
た
り
へ
行

｝
㌔
、
草
深
い
園
内
．
・
錆
び
℃
ま
、
立
っ
て
る
る
ソ
ン
ス
試
験
用
の
赤
置
儀
、
及

三
五
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び
天
頂
儀
、
そ
れ
か
ら
塔
上
に
あ
る
小
ド
1
ム
な
ご
々
撮
影
し
雲
。
ヤ
」
キ
ー

ス
や
リ
ク
の
り
訟
八
文
峯
に
止
の
る
大
・
琶
な
レ
ン
ズ
が
旭
財
庇
翫
川
で
、
阻
…
山
米
実
の
か
凸
こ
田
心
ふ

ヒ
　
感
が
深
い
。

　
そ
れ
か
ら
チ
ヤ
ル
ス
河
堤
に
浩
ふ
て
、
散
歩
し
、
湖
上
ブ
ー
ド
橋
た
渡
っ
て

次
に
に
ボ
ス
予
ン
側
の
河
岸
公
園
存
散
歩
し
、
遂
に
ボ
ス
ト
ン
の
コ
ン
モ
ン
園

か
ら
ワ
シ
ン
ト
ン
街
に
出
で
、
活
動
爲
眞
な
ご
見
て
写
る
。

五
月
二
十
六
日
（
月
）

天
文
壷
の
ブ
イ
シ
ァ
教
授
よ
り
、
興
る
八
月
二
＋
九
日
の
月
蝕
時
に
於
け
る

日
本
の
諸
所
の
夢
心
槻
測
結
果
た
集
め
象
き
希
望
な
申
さ
れ
れ
の
で
、
自
分
ぱ

東
京
の
岡
田
中
央
氣
象
毒
長
に
依
頼
歌
た
思
い
れ
。

　
ク
ー
リ
ヂ
大
統
領
が
排
日
條
項
を
含
む
新
移
民
法
案
に
署
名
し
≠
。
日
米
間

の
外
交
々
渉
が
街
一
段
だ
難
境
に
遣
う
か
も
知
れ
な
い
。

五
月
二
十
忠
日
火
）

　
今
日
に
自
分
の
誕
生
日
な
の
で
、
午
後
七
時
、
プ
ラ
ン
〃
夫
妻
為
宅
に
招
い

て
日
本
食
な
饗
耀
し
大
〇
二
人
ピ
も
箸
に
全
然
落
第
で
あ
っ
れ
〇

五
月
二
†
八
日
（
水
）

　
午
後
三
時
か
ら
、
天
丈
豪
で
に
噴
火
法
に
關
す
る
豪
負
一
同
の
小
集
會
が
催

さ
れ
、
ゲ
リ
シ
敏
授
か
ら
一
回
忌
講
話
が
あ
り
，
そ
れ
か
ら
消
火
器
の
實
地
演

習
が
あ
っ
糞
。
こ
こ
で
も
同
じ
糠
な
こ
ミ
々
や
ろ
の
だ
フ
イ
。

　
夜
、
水
野
、
田
中
、
峰
谷
　
安
藏
諸
氏
來
訪
。

玉
月
こ
十
九
日
（
木
）

　
か
投
て
か
ら
天
丈
豪
の
掲
示
板
に
褐
け
ら
れ
て
あ
っ
六
こ
竃
に
捺
り
、
今
日

匡
朝
九
時
ボ
ス
ト
ン
北
停
車
場
か
ら
獲
車
し
て
、
可
ン
市
に
行
き
、
セ
ン
タ
ー

街
の
セ
ネ
ラ
ル
三
ソ
ク
ト
リ
〃
會
杜
工
場
の
内
部
た
疹
観
し
六
。
＋
一
時
璽

同
に
封
し
職
工
の
メ
ン
タ
ル
・
テ
ス
ト
の
結
暴
に
關
す
ろ
講
演
な
ご
が
あ
っ

☆
の
ば
面
白
か
つ
糞
。

　
午
後
一
時
頃
、
書
餐
た
饗
ぜ
ら
れ
、
後
叉
暫
く
滲
観
し
て
，
五
時
に
蹄
宅
し

六
〇
玉
月
三
十
日
（
金
）

　
今
日
に
メ
モ
リ
ア
ル
・
デ
噌
で
、
釆
國
に
全
禮
休
日
で
あ
る
が
、
自
分
は
午
前

三
六

中
、
天
交
壷
へ
行
つ
お
ら
、
や
に
り
四
五
人
の
人
が
來
て
研
究
奄
蝕
害
な
く
や

っ
て
み
た
。

　
午
後
ほ
サ
ー
カ
ス
奄
見
や
う
ぜ
．
思
っ
て
，
二
人
で
南
ボ
ス
ト
ン
ま
で
行
っ
て

見
糞
が
、
非
常
な
混
雑
で
，
ε
て
も
入
場
が
出
來
な
い
。
そ
こ
で
轄
じ
て
ト
ソ

モ
ン
ト
會
堂
で
欧
洲
大
戦
の
實
爲
活
動
粛
雪
見
表
。

五
月
三
十
一
日
（
土
）

　
輩
濁
に
、
マ
ウ
ン
ト
・
ホ
”
ヨ
ー
ク
大
學
に
於
け
る
ア
メ
ー
ー
カ
攣
光
星
観
測

者
會
（
A
A
V
S
O
）
第
十
三
回
春
期
総
會
に
出
席
す
う
つ
も
り
で
、
朝
六
時
西

＋
分
に
ボ
ス
ト
ン
北
停
車
場
か
ら
H
M
鐵
道
線
に
乗
つ
雲
。
車
中
に
四
蒔
間
、

窓
外
の
景
色
に
大
難
平
凡
で
あ
ろ
が
、
バ
ー
可
ン
あ
誤
り
に
川
や
湖
水
の
景
色

が
少
し
く
好
か
つ
糞
。

　
十
一
時
、
ア
マ
ー
ス
ト
疑
着
。
南
流
ド
レ
イ
か
ら
参
観
に
來
て
る
る
筈
の
會

員
六
ち
ミ
、
當
大
學
天
丈
盗
で
出
會
ふ
だ
ら
う
ぜ
思
っ
て
ゐ
衷
が
、
．
生
憎
麟
り

去
つ
六
後
で
あ
っ
糞
の
で
、
士
分
も
直
ち
に
電
車
で
南
下
し
六
。

．
午
後
こ
時
争
か
ら
、
マ
ウ
ン
不
ホ
リ
ヨ
ー
ク
女
子
大
壁
天
聖
旨
内
の
講
職
室

で
総
會
開
會
。
ミ
ス
・
ヤ
．
ン
グ
教
授
が
會
長
ミ
し
て
座
長
席
に
づ
き
、
諸
委
員
の

報
告
が
あ
り
、
次
い
で
二
三
の
論
文
融
雪
が
あ
っ
表
Q
自
分
に
此
の
席
で
、
「
B

D
星
表
に
あ
る
攣
光
星
の
統
計
研
究
」
な
讃
ん
だ
。

　
午
後
七
時
か
ら
、
カ
レ
ヂ
・
イ
ン
で
晩
餐
會
Q
食
後
．
、
っ
β
ぜ
ヶ
可
ン
グ
君

の
座
長
の
指
名
で
＋
名
ば
か
り
の
者
が
演
設
を
し
六
Q
自
分
も
日
本
の
天
文
同

好
會
の
き
・
々
話
し
大
。
學
術
た
背
景
亡
し
六
一
“
§
し
て
に
、
誠
に
豫
想
外

に
打
ち
解
け
ヵ
、
又
、
く
つ
ろ
．
い
だ
親
し
さ
の
あ
る
會
で
あ
っ
六
◎

夜
匡
自
分
に
南
口
ド
レ
イ
村
の
ド
ク
ト
レ
・
ラ
ン
グ
氏
方
に
泊
ま
る
Q

六
月
一
日
（
日
）

　
カ
レ
ヂ
・
づ
ン
で
朝
食
後
、
道
端
で
ピ
ケ
リ
ン
グ
、
ナ
ル
コ
ン
ト
爾
氏
亡
暫
く
立

ち
話
し
、
そ
れ
か
ら
大
學
の
チ
ャ
ペ
ル
で
禮
拝
す
。

　
害
食
に
に
、
レ
フ
ン
・
カ
ン
ベ
〃
氏
亡
共
に
、
自
分
ば
ミ
ス
・
ヤ
ン
グ
教
授
に
招
か

れ
て
、
ビ
ア
ソ
ン
館
の
食
堂
に
入
つ
六
〇
そ
れ
か
ら
新
築
の
ロ
〃
フ
エ
ラ
ー
館
々
見

ゼ
ら
れ
六
後
、
午
后
三
時
焚
の
電
東
に
乗
っ
て
此
の
地
回
辞
し
、
ホ
リ
ヨ
ー
ク
市
で

乗
1
1
換
へ
、
四
時
頃
ス
プ
リ
ン
グ
・
フ
ィ
ル
ド
着
。
同
地
獲
五
時
の
昌
A
線
列
車
で

ボ
ス
・
不
ン
に
叢
る
Q
宅
．
へ
匡
九
時
o


